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合い服も増えてきました 涼しいというより… 
過ごしやすい季節になりました。しかし、秋は短

そうで、冬の足音が聞こえてきそうです。子ども達

の登校では、衣替えが進んでいる様相がうかがえま

す。もう少し、過ごしやすい気温が続くといいなと

思っていますが、この先はどうなるのでしょうか。 

運動会が終わって、学校が少々静かになってきま

した。落ち着いて、学習などに集中して取り組む時期でもありますが、１１月は落

ち着かない時期であるとも言われます。運動会後の子ども達については、登下校や

学校生活で落ち着かない様子が見られたり、地域の方からご意見をちょうだいした

りすることもあります。機会を見ながら指導を続けていきますので、ご家庭でも話

題にしていただければと思います 

応援ありがとうございました できてよかった… 

１８日土曜日の運動会にはお忙しい中たくさんの応援

をいただきましてどうもありがとうございました。雨に

悩まされた運動会でしたが、子ども達のがんばりが至る

ところで見られ、心に残る運動会になりました。 

開会式での実行委員の開会宣言、「しゃくしゃく」の登

場など、本校ならではの演出に楽しんでいただいたので

はないでしょうか。アイデア豊かな開会式でした。 

開会式後の応援合戦も素晴らしいものでした。これま

で、応援団長、応援リーダーを中心に時間をかけて作り上

げてきたことの集大成となりました。演舞はそろってい

ましたし、大きな声も出ていました。応援でもアイデア豊

かな感性がうかがえました。 

その後、雨の中、各学年の表現、団体競技、徒歩、リレ

ーと子ども達の楽しそうな中にも負けないぞという表情

や姿が見られました。一生懸命に取り組んでいる姿はキ

ラキラと輝いていました。 

残念ながら、２年生、３年生、４年生の徒歩ができませ

んでした、また、プログラムも当日の大幅な変更を行い、

戸惑われたこともあったかと思います。ご理解ご協力を

いただきありがとうございました。できてよかったと思

います。 

今回の学校だよりの裏面はモザイク処理をしていませ

んので、ホームページには載せません。 

学校教育目標 
「やさしく かしこく たくましく 

自分のよさを生かして 
未来を創ろうとするしゃちっ子」

の育成 
令和７年１０月２４日 校長 重松 景二 

愛でいっぱい、学びでいっぱい、遊びでいっぱいの学校にする 

 アップデートしよう（未来を創るのは子どもたち） 

  


